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　はじめましてPTA副会長の瀧下昌明と申します。至らない点があるかと思い
ますが、よろしくお願いいたします。保護者の皆様におかれましては、常日頃よ
りPTAの御支援・御協力を賜り、ありがとうございます。
　コロナ禍で沈んだ人々の心を掴んだ今年の夏の「東京2020」。“おもてなし”
はできませんでしたが、無事終了したことは、日本の底力を世界へアピールでき
たと思います。更に、日本人選手の活躍には目を見張るものがありましたが、私
が着目したのは、殆どの選手が「周りのサポートが無ければ、今の自分は無い」
と言っていたことです。確かに10代のアスリートは家族のサポート無しでは何も

始まりません。もっと言えばオリンピックそのものが、ボランティアのサポート
が無ければ在り得なかったと思います。改めてサポートの大切さを感じました。
これは、親子および先生と生徒の関係も同じだと思います。これからの素晴ら
しい将来に向けて「飛翔」していく江之島アスリート達を、保護者の皆様や先
生方のお力をお借りし、チーム一丸となってサポートしていきたいと考えており
ますので、引き続きよろしくお願いします。
　本年度も残り3ヵ月となりました。特に3年生には、残り僅かな高校生活を充
実したものにして欲しいと願っております。

ＰＴＡ副会長　瀧下昌明御挨拶

「制限」と「延期」、「生命」と「人権」という言葉が校内を席巻した今年度、新
たな常識のもと学校生活が始まり、変化に翻弄されながらも別の日常が定着し
つつある本校では、不変の活動、生徒達の学びと成長の保障、リアリティのあ
る進路実現を目指し、現在も大なり小なり形を変えながら歩んでいます。それ
は周りの人への配慮と安心できる環境作りにより、共存の意識を持ちながら、
個人の力を最大限に発揮する場の提供に他なりません。
　緊急事態宣言中、万全の感染症予防対策と工夫された運営管理体制の下、
各部活動の大会が実施され、弦楽部の第45回全国高等学校総合文化祭出場、
吹奏楽部の第27回日本管楽合奏コンテスト全国大会出場、美術部の県大会出
品など、1学期の男子バスケットボール部、陸上競技部、合唱部に続く活躍が見
られ、学校に明るさと活力をもたらしてくれました。
　そして、10月に延期した体育大会、生徒達の満面の笑みと全力で競技する力
強い姿を目の当たりにして、久しぶりに心揺さぶられました。感無量とはこのこ
とだと実感しました。個人の力だけでは実現できない、学校として一つの完成形、

言い換えれば、相互に力を合わせ、周りの人を気遣うことで、またそれが個人の
力となっていくことが証明された一日でした。学校の不変の目的は、生徒達の
笑顔と全力を出し切る場を保障することだと確信しました。
　学習面では、基礎学力の定着を目指した朝の短時間学習「チャレンジスタ
ディ」の定着度確認テストが８０％を超える合格率を超え、３年生の四年制大学
進学希望者のほぼ全員が各種模擬試験を自主的に受験するなど、自分の力を
試す機会を求めて前進しています。そうした雰囲気は３年生の就職希望者の内
定率の高さにも現れていて、基礎学力の定着とコミュニケーション能力が評価
されたのだと嬉しく思っています。
　生徒達一人一人が自力をつけ、チームや学校としての総合力底上げに邁進し
た結果、たわわに実った果実となって生徒達に返ってき始めています。生徒達が
その果実を満面の笑みで味わう姿を、地域、保護者、職員で見守っていければ
幸いです。

生徒が眩しい浜松江之島高校 副校長　鈴木雅道

「大切な命を守る」全国中学・高校生作文コンクール　文部科学大臣賞受賞
　昨年度末から本年度にかけて、本校では「命の大切さを学ぶ教室」として、スマートフォンで「ポケモンＧＯ」をしながら運転していた運転手のトラック
に次男が撥ねられて死亡した則竹崇智（たかとし）さんの講話や、交通事故の犠牲者一人ひとりの等身大の人型と遺品の｢靴｣と共に家族の綴ったメッ
セージを展示する「生命のメッセージ展」を実施してきました。
　警察庁主催の『「大切な命を守る」全国中学・高校生作文コンクール』（全国からの応募数1万343点）において、2年石垣奏美さんが書いた感想文が
文部科学大臣賞受賞に選ばれ、12月1日に東京都日本橋公会堂にて表彰式が行われました。作品集や警察のホームページにも作品が掲載されました。

　「どうか生きてください。」
　暖かな陽が差し込む午後3時、震えながらも力強い声が静寂に包まれた学校中に響
いた。
　この言葉は、命の大切さを学ぶ教室で講話をしてくださった則竹崇智さんの一言だ。
彼は交通事故によって息子の敬太さんを失った。ながら運転をしていたトラックの運転手
の不注意で起きた事故だった。たった9歳にして天使になった敬太さんは、どれだけ痛
かったのだろう。生きたいと願ったのだろう。そして親族はどれだけ苦しかったのだろう。
それら全てを講師の則竹崇智さんが教えてくださった。
　平成28年10月26日、集団下校の途中、信号のない横断歩道で敬太さんはトラックに
撥ねられた。崇智さんは仕事中だった。敬太さんが事故に遭った事を知り、同居の母へ
電話した。携帯の向こうでは救急車の音がした。則竹さん一家が揃うと、「救急車の中
で心臓が止まったみたい。」と母が言った。崇智さんができることは、「先生が何とかして
くれる、大丈夫。」というだけだった。1時間後、処置室で目の当たりにしたのは、ドクター
が馬乗りになって心臓マッサージしている光景。それを見て崇智さんは膝から崩れ落ち
た。長男はずっと黙ったまま奥歯を噛みしめて座っていた。敬太さんの左手を奥さん、右
手を崇智さん、両足を祖父母が触ると、まだ温かく心臓は動き血圧もあった。「敬太君、よ
く頑張ったね。」「痛かったな。」「大丈夫だからな。」家族の想いは届かないまま、事故か
ら2時間後、敬太さんは彼が生まれた場所で天国へ旅立った。
　この話を聞いた後、敬太さんや親族の方々の気持ちを考えると私の目からは涙が止ま
らなかった。そして、かけがえのない息子を失い心に深い傷を負ったはずなのに経験した
ことを話してくださった崇智さんが、私達に何を伝えたかったのかを考えると、流れた涙を

止めるのに時間がかかった。
　自転車を運転している私達は、加害者にもなり得る。携帯を常に手に持っていないと
落ち着かなかったり、通知が来て少しならいいかとメッセージを返したりしている人をたく
さん見る。私も登下校中に携帯が手放せず、すぐに触れるようにポケットに入れていた。
しかし、崇智さんの講話を受け、少しぐらいと携帯に気を取られている内に、自分の身にも
誰かの身にも危険が迫っているということに気づいた。私は怖くなり、携帯は常にカバン
にしまうようにした。私の友達も登下校中は一切携帯を触らなくなった。更に、浜松江之
島の生徒全体としても危険な運転をする人は減ったように感じる。崇智さんの想いが多
くの人に伝わった証拠だ。私は自分の事のように嬉しく思った。
　私達は大人に頼り生活している未成年者だが、社会の一員でもある。今回の講話の
ながら運転だけでなく、いじめ・体罰・虐待・育児放棄・殺人・災害など、目を逸らしてはい
けない出来事がたくさんある。どれも簡単に命を奪ってしまう。いつ、何が起こるか分から
ない。だからこそ当たり前に過ごしている日々 を大切にしなくてはならないと思う。普段か
ら遊んでいる友達や、「おはよう」「行ってきます」「ただいま」「おやすみ」と言い合う家
族、楽しい時も苦しい時も側にいてくれる人々に感謝をして生きていきたい。かけがえの
ないものは命だけでなく彼らの存在であるということを教えてくださった崇智さんにも、感
謝の気持ちでいっぱいだ。
　今回のような講話は現代の子ども達にとって得るものは多く、必要不可欠な経験だと
思う。講話を受けることで様 な々ことを感じ、感謝の気持ちを忘れない人が増えてほしい。
かけがえのないものを失わないように。奪ってしまわぬように。

「かけがえのないもの」 ２５HR　石垣奏美
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優勝クラス　33HR
各種目第1位

男子100ｍ 35HR 上田　快

女子100m 36HR 深谷優衣

男子1500ｍ 24HR 鈴木一織

女子1000ｍ 23HR 森陽奈子

長縄 56回 34HR

男子HR対抗リレー 24HR

女子HR対抗リレー 33HR

男女混合リレー 36HR

体育大会結果

教務課 生徒の活躍（県大会以上出場）
バドミントン部
第33回静岡県高等学校
バドミントン選手権大会
1年　櫻井咲希

陸上競技部
第54回静岡県高等学校新人
陸上競技対校選手権大会　
2年タイ龍二（円盤投）
2年今田朋孝（やり投）
1年山内海里（砲丸投）

弦楽部　第45回全国高等学校総合文化祭わかやま大会
わかやま大会
文化連盟賞

美術部　第69回静岡県高等学校美術・工芸展
文化連盟優秀賞　髙橋美咲
優良賞　　長山優輝
特　選　　佐原杏樹
特　選　　松永亜加里

合唱部
第25回高校生
コーラス・フェスタ2021
教育長賞（第1位）

　学習指導要領の改訂に伴い、来年度の１年生から
カリキュラムや学習評価の方法が一部（または大幅
に）変更されます。改訂の主旨は、変化の予測がつか
ない現代社会に対応していくために必要な力（知識・
技能・思考力・判断力・表現力・学びに向かう力な
ど）を効果的に身に付けさせた上で、それらを実社会
で活用できる能力を育むための教育改革です。
　生徒には、自分の学習状況（どの部分の学習が不
足しているか等）を把握しながら計画的に学習を進め
ていくことができる主体性や、他者と協力しながら問
題を解決していくことができる協調性などが求めら
れます。
　カリキュラムの変更など、制度的な変化は現在校生
には直接関わりませんが、これから社会に出ていくこ
とになる生徒にとって、上記の能力が必要になること
に変わりはありません。相変わらずコロナ禍の影響が
あり、主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニ
ング）の実践が難しい状況ではありますが、生徒の
皆さんには、現代社会を逞しく生きていくための学
習の必要性について、しっかりとした自覚をもって学
校生活を送ってもらいたいと思います。

　国立青少年教育振興機構がアンケート調査した結
果をもとに示した『社会を生き抜く資質・能力』とは、
「意欲」・「コミュニケーション力」・「自己肯定感」・
「へこたれない力」の４つです。このうち、特に「へこ
たれない力」について取り上げます。
　近年、失敗を恐れて挑戦をしなかったり、打たれ弱
い若者の増加が懸念されています。実際に高校生と
接していても、（素直で真面目な生徒は増えました
が）意志の強さや持久力などの面において、少々物足
りなさを感じています。例えば、３月に実施される国
公立大学の中・後期試験の受験者数は減少傾向が続
くなど、全国的にも苦しい状況の中、最後まで目標に
向かって粘り抜ける高校生は年々減少しているようで
す。
　しかし、社会には「すぐには答えの出ない」事態が
あふれています。その事態に耐え、その中でも自分の
進むべき方向性を見失わない力が社会では求められ
るのです。そして、就職・進学に関わらず、納得がいく
進路活動ができた卒業生は多かれ少なかれ「すぐに
は答えが出ない」事態に「へこたれない」で努力をし
てきました。必死で取り組む人間には、必ずそれを理
解し、支えてくれる人が現れます。これから進路活動
が本格化する１・２年生には、まずは目の前の事に対
して「へこたれない」で向き合う姿勢を身に付けてほ
しいと考えています。

『これから必要とされる能力について』
生徒課

　コロナ禍で自宅時間が増え、生徒たちの中でもス
マホを触る時間が増えたという話を耳にするようにな
りました。本来なら友達と買い物に行ったり、どこか
へ出かけたりして過ごしていた休日、心も体もどのよ
うに発散すればリフレッシュにつながるのでしょう
か?
　それでも確実に言えるのは携帯に頼ることではな
いということです。様々なネットトラブルから子供た
ちを守るために私たち大人ができることは何なのか。
　スマホの使用時間制限・アプリ、SNSの把握等は絶
対的に必要なものだと思います。
　「家庭でのルール」(使用時間)「ペアレンタルコント
ロール」(モニタリング、有害サイト制限、やりすぎ見す
ぎ制限、アプリ制限)「フィルタリング」等、全て大人
が対応できるものです。自画撮り被害や、いきなり高
額請求などが起きないように対処していくことが必
要です。是非ご家庭で話し合ってみてください。
　先日行われた体育大会では3年生を中心にすばら
しい姿を見せてくれました。生徒の成長に胸が熱くな
り、たくさんの感動をもらうとともに改めて良い学校
になったと感じました。そんな浜松江之島高校の雰
囲気を崩さぬよう更にもっと先にある江之島高校の
可能性に向かって努力してもらいたいと思います。

『ネットトラブル被害から子供を守る』
進路課

『社会を生き抜く資質・能力とは』

1年部

　11月12日（金）の秋晴れの午後、１年生はクラス１
社ずつ企業を訪問させていただきました。
　これまで２週にわたり訪問先の企業について、パン
フレットやホームページなどから基本データを調べて
きましたが、データには掲載されていないことを当日
質問したグループは多かったと思います。例えば、「会
社としてどういう人材が欲しいのか。」、「今、高校生
に求めること。」、等々。
　会社の方からは、会社の経営理念や社訓、働きが
い、会社の目標、社会貢献をしているという意識、仕
事上の工夫、働くプライド、働く環境、会社の雰囲気
（従業員の雰囲気）などなどを聞かせていただきま
した。実際見学し、直接担当の方に聞くことによって
得られる情報こそ生徒たちにとっては「生きた情報」
です。クラスでまとめた事柄を発表し合い、企業理解
とともに「生きた情報」を交換し合いました。これら
は、２年後の就職活動の一環で会社見学をさせてい
ただく時の大切な判断材料になることは間違いあり
ません。また、会社では、学校で言う基本的生活習慣
とルールの遵守が厳しく問われていることも教えて
いただきました。
　これからの高校生活の中で、これらのことが身につ
くよう意識して生活をすると共に「自分を活かせる仕
事」を見つけるべく、自分を鍛えていってほしいと切
に願います。

　10月29日・高校生活最後の体育大会。11月12日・
高校生活最後の遠足。少しずつ、高校生活の最後と
いう言葉が、現実味を帯び始めました。学校行事だけ
でなく、何気ない日常の一つ一つが「高校生活の最後
の１シーン」になりえることに、気づいてほしいと思い
ます。その一瞬がかけがえのないものなのです。卒業
後、学校に帰ってくる先輩たちのほとんどが、「高校
生に戻りたい」「高校生活が１番楽しかった」と口に
します。しかし、その先輩たちも当時は、そのことには
気づかず生活していたのです。私の好きな歌の中に、
「無くして　気づくもの　無くさずに　気づかないも
の」「それでも一人きりじゃ探せない大切なもの」とい
う歌詞があります。高校という場所で、多くの人と縁
あって出会い、時間や空間を共有することで、多くの
大切なものに気づき、学んできたはずです。今後の人
生に必ず生きてくるものと信じています。
　学校生活も残り僅かになりつつありますが、進路
実現に向けて奮闘中、これからが本番の仲間がいま
す。チーム3年生として、最後まで気を抜かずに。「自
律・自主・自立」を忘れずに。高校生活のゴールは卒
業式。人生にゴールなし。未来の光に向かって。

『ジョブウォッチングへの取り組み』
２年部

　皆さんはいよいよ3年生になります。高校最後の1
年間が始まります。そして、高校卒業後にどこに、ど
う行くのか、決める時です。なかなか大切な時を迎え
ます。それは皆さんだけではなく、皆さんの家族に
とっても大きな節目になります。ですから、ちゃんと情
報を集め、調べて、実際に見に行って、色々な人に相
談もして、最後は自分でしっかり考えて決めましょ
う。
　自分についてよく顧みて、自分の得意なことや好き
なことは何かを見出して、それが生かせる場所を目指
しましょう。いきなりピンポイントでそのような場所
が見つかるわけではないでしょうが、その場所につな
がると思われるところは必ずあると思います。
　そして、しっかりと準備をしましょう。学科の勉強
が必要かもしれない。友達とおしゃべりするのとは違
う話し方を身につけなければならないかもしれない。
でも、皆がこれまでにその体内に蓄えてきたものをも
とにすれば、何とかなります。高校の授業は当たり前
に行われます。それにプラスして自分の将来のための
準備も進めるのです。これくらいでいいや、などと思
わないで、チャレンジしましょう。
　チャレンジしているのはあなただけではありませ
ん。隣の子もやはりチャレンジしているはずです。互
いに応援しあって、それぞれの目標を捉えに行きま
しょう。

『２年生の皆さんへ』
３年部

『続　自律・自主・自立』
来年度開催される

第46回全国高等学校総合文化祭東京大会の
静岡県代表に選ばれました！

吹奏楽部
第62回静岡県吹奏楽コンクール高等学校小編成の部金賞
第27回日本管楽合奏コンテスト高等学校A部門全国大会優秀賞

12月21日（火）18：00～アクトシティ浜松中ホールで第29回定期演奏会を
開催します。是非御来場ください！また、Web配信でもお楽しみいただけます→
（静岡県新型コロナウイルス警戒レベル5以上の場合は、Web配信のみで実施）


